職務経歴書
200X年X月X日現在

氏名：○○　○○

■経歴要約
大学卒業より約○年間、○○（金融機関）の○○部門にて契約内容変更や契約への担保設定の対応等、契約保全業務全般に従事するとともに、会計についての知識・実務も習得した。その後、法科大学院に入学し○年間の法律専門教育を経て司法試験に合格。現在は主に企業法務を扱う○○法律事務所にて、労働・雇用、保険、倒産分野を中心に多数の訴訟・交渉・法律相談を担当している。顧問先には損害保険会社複数社を含む。

■職務経歴
20XX年X月〜20XX年X月　○○株式会社（金融機関）
◆事業内容：生命保険業
◆資本金：○○百万円
◆従業員数：○○名
	期間
	担当業務

	20XX年X月

〜

20XX年X月
	○○部　契約保全グループ

【規模・役割】

グループ人数：○○名、役割：担当者（契約保全業務全般を主担当）

【業務内容】

■契約保全業務全般

・契約内容変更（払済・延長等）・名義変更等、契約保全業務に関する事務・企画

・契約内容変更の手続やその効果に関する営業社員への説明・通知

・滞納処分・差押対象契約や質権設定契約について支払が発生した際の確認・支払処理

・決算時における契約保全部門の提出数値（契約件数・解約返戻金・貸付金額等）の管理、会計処理

【成果】

契約保全業務の処理精度向上に取り組み、決算数値提出のミスゼロを達成。質権設定契約の支払処理など高難度案件も迅速・的確に対応し、管理職からの信頼を獲得。


20XX年X月　○○大学院法曹養成専攻（法科大学院）入学（○年課程）
20XX年X月　○○株式会社　退職
20XX年X月　法科大学院　卒業・司法試験合格（第○期）
20XX年X月〜現在　○○法律事務所
◆事務所概要：企業法務専門（顧問先：損害保険会社複数社含む）
◆弁護士数：○○名
	期間
	担当業務

	20XX年X月

〜

20XX年X月
	アソシエイト（担当：労働・雇用、保険）
■労働・雇用事件（使用者側）

・解雇・期間満了・セクハラ等の訴訟・仮処分・労働審判を多数担当（年間約○○件）

・他業種の勉強会において労働事件に関する講演（実務経験を活かした解説）

■損害保険会社顧問業務（複数社）

・保険金請求・求償・不法行為・国家賠償事件の訴訟および交渉を多数担当

・約款解釈・保険金支払義務の有無に関する常時相談、意見書作成

・傷害保険における過失・要件判断等の専門的助言

	20XX年X月

〜

現在
	シニアアソシエイト（担当：倒産、企業法務）
■破産管財業務

・破産管財人の補佐・代理として財団財産回収のための交渉・訴訟を担当

・否認権行使、顧問係事件売却等の実務経験

■一般企業法務

・契約書作成・審査、各種法的リスクのアドバイス、コーポレートガバナンス対応

・取締役会・株主総会の法律実務サポート


■活かせる経験・スキル
・金融機関勤務経験を持つ企業法務専門弁護士（ビジネス現場目線を持つ）

・労働事件・保険訴訟・倒産処理にわたる幅広い企業法務実務経験

・複数の損害保険会社顧問として豊富な顧問業務実績

■保有資格
・弁護士（第○○期）（20XX年X月）

■PCスキル
Word（契約書・準備書面作成）、Excel（証拠管理・期日管理）、リーガルリサーチツール（LexisNexis等）

■自己PR

金融機関での実務経験を持つ企業法務専門弁護士として、ビジネス現場目線を大切にした法律実務を提供することを強みとしています。労働・雇用事件から保険訴訟、破産管財、一般企業法務まで幅広い企業法務実務をカバーしており、特に損害保険会社複数社の顧問として深い専門知識と豊富な実績を持ちます。金融機関勤務時代の契約保全・会計処理の経験は、他の弁護士にはない視点として顧問先への実践的アドバイスに活きています。弁護士としての専門性と実務感覚の両立により、顧問先企業のリスク管理に貢献し続けます。

以上
